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30の書院1人区■本化

5党派と市民連合政策協定
9条改憲反対

10月の消費税増税の中止

安全保障関連法の廃止

米軍普天間飛行場（沖縄県宜野
湾市）の名護市辺野古への移設
中止、同飛行場の早期返還

●地元合意などがない原発の再稼
働を認めず、原発ゼロを目指す

野党議員富民に「提言」

衆院選「4年に1度にして」

※l＝13年当時2人区、※2＝13年当時各
1人区、16年以降全区。●＝29日に発表し
た選挙区。佐賀は一本化で合意したが枠組
みは未定。その他の選挙区でも今後の調整
で無所属などに変更の可能性あり
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野
党
臨

態
勢

立
憲
民
主
党
な
ど
野
党
五
党
派
は
二
十
九
日
の
党
首
会
談
で
、
参
院
選
の
勝
敗
を
左
右

す
る
三
十
二
の
改
選
一
人
区
に
つ
い
て
、
決
定
済
み
を
含
む
計
三
十
選
挙
区
で
の
候
補
者

一
本
化
に
合
意
し
た
。
五
党
派
は
こ
の
日
、
一
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復
を

求
め
る
市
民
連
合
」
と
政
策
協
定
を
締
結
し
、
参
院
選
を
戦
う
態
勢
を
整
え
た
。
衆
参
同
日

選
の
観
測
が
広
が
る
申
、
野
党
は
参
院
選
の
一
本
化
作
業
を
終
え
、
衆
院
選
で
の
候
補
者
調

整
を
本
格
化
さ
せ
な
け
れ
ば
惨
放
し
か
ね
な
い
、
と
の
危
機
感
が
強
い
。
た
だ
、
衆
院
選

候
補
者
の
擁
立
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
時
間
と
の
闘
い
に
な
る
。
（
木
谷
孝
洋
、
横
山
大
輔
）

党
首
会
談
で
合
憲
衆
院
は
遅
れ

臆
加
　
速

「
参
院
選
一
人
区
で
の
候
補

者
一
本
化
で
合
意
し
た
。
衆
院

選
も
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
、

調
整
を
加
速
す
る
こ
と
で
一
致

し
た
。
安
倍
政
権
打
倒
の
参
院

選
に
す
る
た
め
の
大
事
な
一
歩

を
踏
み
出
せ
た
」
。
立
憲
民
主

党
の
板
野
幸
男
代
表
は
国
会
で

開
催
さ
れ
た
党
首
会
談
後
、
記

者
団
に
こ
う
語
っ
た
。

会
談
に
参
加
し
た
の
は
、
立

｝
～
　
民
の
ほ
か
、
国
民
民
主
党
、
共

会
議
」
の
各
代
表
ら
。
参
院
選

一
人
区
を
巡
り
、
新
た
に
十
九

選
挙
区
で
、
候
補
者
を
一
本
化

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

鵜
1
3
項
目

野
党
五
党
派
は
党
首
会
談

後
、
市
民
連
合
と
国
会
内
で
会

合
を
開
き
、
参
院
選
に
向
け
た

政
策
協
定
を
締
結
し
た
。

政
策
協
定
は
、
安
倍
政
権
が

目
指
す
九
条
改
憲
を
含
む
改
憲

発
議
の
阻
止
▽
安
保
法
制
、
共

謀
罪
の
廃
止
▽
沖
縄
県
名
護
市

産
党
、
社
民
党
、
衆
院
会
派
　
辺
野
古
で
の
米
軍
薪
基
地
建
設

「
社
会
保
障
空
文
て
直
す
国
民
　
の
中
止
▽
十
月
に
予
定
さ
れ
る

野
党
5
党
派
と
市
民
連
合
と
の
政
策
協
定
締
結
式
で
発
言
す
る
立
憲
民
主

党
の
板
野
代
表
（
右
か
ら
3
人
日
）
＝
2
9
日
午
後
、
参
院
議
員
会
館
で

消
費
税
率
1
0
％
へ
の
引
き
上
げ

の
中
止
▽
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
の
検
証
や
実
効
性
あ

る
避
難
計
画
の
策
定
が
な
い
ま

ま
で
の
原
発
再
稼
働
の
反
対
－

な
ど
十
三
項
目
。

市
民
連
合
呼
び
か
け
人
の
山

口
二
郎
・
法
政
大
教
授
は
「
参
院

選
こ
そ
与
党
の
議
席
を
大
き
く

減
ら
し
て
政
治
の
転
換
の
き
っ

か
け
に
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
指
摘
。
「
野
党
は
も
う
一
つ

の
日
本
、
別
の
選
択
肢
が
あ
る

と
訴
え
る
必
要
が
あ
る
。
野
党

と
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
選

挙
を
戦
い
、
改
憲
勢
力
が
（
改

憲
発
議
に
必
要
な
）
三
分
の
二

を
維
持
す
る
の
を
打
破
し
た

い
」
と
結
束
を
呼
び
掛
け
た
。

菓
急
　
務

野
党
五
党
派
が
政
策
の
違
い

を
乗
り
越
え
て
、
共
闘
に
こ
ぎ

つ
け
た
の
は
、
第
二
次
安
倍
政

権
が
発
足
し
た
二
〇
一
二
年
以

降
、
野
党
が
ば
ら
ば
ら
に
戦
っ

た
国
政
選
挙
は
、
与
党
に
惨
敗

し
て
い
る
か
ら
だ
。
一
三
年
参

院
選
で
は
、
三
十
一
あ
っ
た
改

選
一
人
区
の
う
ち
、
野
党
は
二

勝
だ
っ
た
。
一
七
年
の
衆
院
選

で
も
多
く
の
選
挙
区
で
野
党
候

補
が
競
合
し
、
自
民
党
の
圧
勝

を
許
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
〓
ハ
年
参

院
選
で
は
三
十
二
の
一
人
区
す

べ
て
で
野
党
が
候
補
者
を
一
本

化
。
自
民
党
と
事
実
上
の
一
騎

打
ち
の
構
図
を
つ
く
り
、
十
一

勝
二
十
一
敗
と
健
闘
し
た
。
安

全
保
障
関
連
法
廃
止
と
い
う
共

通
政
策
を
掲
げ
、
野
党
一
本
化

へ
の
道
筋
を
付
け
た
の
は
市
民

連
合
だ
っ
た
。

今
回
は
同
日
選
へ
の
警
戒
感

か
ら
、
野
党
共
闘
は
進
ん
で
い

る
が
、
肝
心
の
衆
院
選
候
補
者

の
擁
立
が
各
党
と
も
進
ん
で
い

な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
候
補

者
の
一
本
化
に
向
け
た
調
整
が

遅
れ
、
結
果
と
し
て
野
党
が
競

合
す
る
と
い
う
過
去
の
失
敗
を

繰
り
返
し
か
ね
な
い
。

る
」
と
説
明
。
テ
レ
ビ
を
持
た

ず
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
で
動
画
を
視
聴
す
る
人

を
、
ど
の
よ
う
に
契
約
に
組
み

込
む
か
が
今
後
の
議
論
の
焦
点

と
な
る
。

あ

た
な
ど
と
し
て
、
最
高
裁
長
官
経

験
者
と
し
て
初
め
て
起
訴
さ
れ

た。
墨
晶
裁
は
梁
被
告
の
退
任
後
の

昨
年
十
月
以
降
、
日
本
企
業
に
支

払
い
を
命
じ
る
判
決
を
計
三
件
、

確
定
さ
せ
た
。

「
五
輪
は
四
年
に
一
度
で
、
衆
院
選
も
四

年
に
一
度
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
首
相
は

横
綱
で
、
平
幕
相
手
に
奇
襲
は
や
め
て
ほ
し

い
」
。
衆
院
内
閣
委
員
会
で
二
十
九
日
、
野

党
議
員
が
菅
義
偉
宣
房
長
官
に
こ
う
「
提

言
」
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。

国
民
民
主
党
の
谷
田
川
元
氏
が
、
安
倍
晋

三
首
相
に
よ
る
過
去
二
回
の
衆
院
解
散
を

「
懇
意
的
だ
」
と
批
判
。
首
相
が
夏
の
参
院

選
に
合
わ
せ
衆
参
同
日
選
に
踏
み
切
る
と
の

観
測
を
念
頭
に
「
懇
意
的
解
散
が
な
い
と
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
四
年
間
の
任
期
満

了
を
原
則
に
す
べ
き
だ
と
唱
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
曹
氏
は
「
内
閣
が
衆
院
解

散
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
憲
政
上
、
制

約
す
る
規
定
は
な
い
」
と
主
張
。
解
散
は
首

相
の
「
伝
家
の
宝
刀
で
あ
り
専
権
事
項
だ
」

と
語
っ
た
。

衆
参
同
日
選
を
恐
れ
る
よ
う
な
質
問
に

「
野
党
を
平
幕
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
堂

々
と
真
正
面
か
ら
議
論
を
交
わ
し
、
国
の
前

進
に
な
れ
ば
い
い
」
と
応
じ
た
。

（
妹
尾
聡
太
）
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改
憲
重
点
公
約
に
参
院
選
で
自
民
確
認

自
民
党
は
二
十
九
日
、
夏
の
参
院
選
に
向

け
て
公
約
作
成
委
員
会
を
開
き
、
重
吉
讃
目

の
一
つ
と
し
て
改
憲
を
明
記
す
る
方
針
を
確

認
し
た
。
改
憲
を
目
指
す
党
の
姿
勢
を
あ
ら

た
め
て
示
す
と
と
も
に
、
停
滞
し
て
い
る
国

会
で
の
憲
法
論
議
を
選
挙
後
に
加
速
さ
せ
る

狙
い
が
あ
る
。

党
政
調
幹
部
に
よ
る
と
、
重
点
項
目
は
二

〇
一
七
年
衆
院
選
の
公
約
と
同
様
に
計
六
項

目
と
す
る
方
向
。
一
七
年
衆
院
選
の
公
約
で

は
、
改
憲
は
六
番
目
に
掲
載
さ
れ
た
。
党
内

に
は
、
改
憲
を
目
指
す
党
の
姿
勢
室
剛
面
に

出
す
た
め
一
番
目
に
善
く
べ
き
だ
と
の
意
見

も
あ
り
、
安
倍
晋
三
首
相
（
党
総
裁
）
の
意

向
を
踏
ま
え
て
調
整
す
る
。

一
方
、
衆
院
憲
法
馨
は
二
十
九
日
の
幹
事

懇
談
会
で
、
改
憲
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票

の
利
便
性
を
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
そ
ろ
え

る
国
民
投
票
法
改
正
案
の
扱
い
を
協
議
し

た
。
与
党
が
提
案
し
た
三
十
日
の
質
疑
と
採

決
に
主
要
野
党
が
応
じ
ず
、
見
送
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
自
民
党
国
対
幹
部
は
二
十
九

日
、
同
改
正
案
を
六
月
二
十
六
日
の
会
期
末

ま
で
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
見

通
し
を
示
し
た
。

首
相
は
十
七
日
の
自
民
党
会
合
で
「
憲
法

を
議
論
す
る
政
党
か
、
議
論
し
な
い
政
党
か

を
参
院
選
で
訴
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
て
お
り
、
参
院
選
で
争
点
化
を

図
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
自
民
党
の
森
山
裕
国
対
委
員
長
は

二
十
九
日
、
今
国
会
の
会
期
延
長
は
不
要
と

の
考
え
を
示
し
た
。
東
京
都
内
で
証
書
団
に

「
衆
院
側
の
法
案
審
議
は
来
週
中
に
め
ど
が

つ
く
。
会
期
延
長
を
考
え
る
必
要
は
な
い
」

と
語
っ
た
。
　
　
　
　
　
（
清
水
俊
介
）


